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当
町
出
身
、
深
作
利
夫
君
が

ブ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
出
発

去
る
1
月
日
日
、
青
年
海
外
協
力
隊

員
に
な
っ
た
深
作
利
夫
さ
ん
(
討
歳
)

〔
大
賞
町
出
番
地
〕
が
出
発
に
当
り
竹

内
町
長
に
挨
拶
に
見
、
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
際
協
力
事
業
団
が
行
な

っ
て
い
る
青
年
海
外
協
力
事
業
で
、
技

術
、
技
能
を
も
っ
て
い
る
青
年
が
、
開

発
途
上
国
の
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
、

開
発
途
上
国
の
経
済
的
、
役
会
的
開
発

等
に
協
力
す
る
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
す
。

今
回
、
晴
れ
て
昭
和
訂
年
度
第
3
次

派
遣
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
に
選
ば
れ

た
深
作
者
は
、
青
山
学
院
大
学
を
昭
和

田
年
3
月
に
卒
業
後
、
同
一
二
註
券
(
東

京
)
に
勤
務
、
昨
年
5
月
の
選
考
会
で

選
ば
れ
8
月
退
職
、
そ
の
後
3
ヶ
月
半

に
及
ぶ
派
遣
前
研
修
を
終
え
、
昭
和
田

年
1
月
か
ら
2
年
間
、
海
外
に
派
遣
さ

れ
る
も
の
で
す
。
今
回
、
茨
城
県
よ
り

3
人
の
青
年
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門
別
に
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。

深
作
君
の
派
遣
先
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン

で
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
大
学
の
教
育
文
化

の
講
師
と
し
て
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
指
導

を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

深
作
君
は
南
中
学
校
の
レ
ス
リ
ン
グ

第
1
期
生
と
し
て
活
躍
、
そ
の
後
、
高

校
・
大
学
の
選
手
生
活
を
と
お
し
て
国

体
に
も
出
場
す
る
等
レ
ス
リ
ン
グ
で
活

躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
隊
員
を
希
望

し
た
動
機
に
つ
い
て
は
、
「
海
外
で
の
教

養
を
高
め
る
と
と
も
に
自
分
の
持
っ
て

い
る
技
術
を
生
か
し
、
開
発
途
上
国
の

国
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
。
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

緩
冬
騒
ぎ
の
こ
の
頃
に
は
め
ず
ら
し

く
、
北
風
と
且
官
官
り
空
で
す
っ
か
り
冷
え

こ
ん
だ
、
去
る
1
月
刊
日
、
磯
浜
小
学

校
・
校
内
凧
上
げ
大
会
が
茨
交
ど

l
チ

パ
レ
ス
脇
海
岸
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
屋
外
で
冬
の
厳
し
い
自
然

と
親
し
み
、
併
せ
て
、
凧
づ
く
り
を
と

お
し
て
共
同
精
神
を
養
う
こ
と
を
尽
的

に
、
高
学
年
児
童

(
4
・5・

6
年
)
を

込
み
で
却
グ
ル
ー
プ

(
1
グ
ル
ー
プ
同

名
)
に
別
け
、
各
グ
ル
ー
プ
に
先
生
が

一
人
づ
っ
加
わ
り
、
昨
年
日
・
ロ
同
月
の

「
ゆ
と
り
の
時
間
」
を
利
用
し
て
、
凧

の
製
作
に
励
ん
で
き
た
も
の
で
す
。

こ
の
臼
、
そ
の
成
果
を
競
う
た
め
、

各
グ
ル
ー
プ
で
工
夫
を
こ
ら
し
て
作
り

上
げ
た
、
ダ
イ
ヤ
瓶
、
六
角
凧
、
角
田
帆

の
3
種
類
、
同
ヶ
の
手
づ
く
り
凧
を
手

に
し
た
児
童
た
ち
約
制
名
が
定
刻
の
一

時
に
は
会
場
と
な
っ
た
浜
に
集
ま
り
、

真
家
校
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
種
類
毎

に
一
斉
に
凧
上
げ
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

半
ズ
ボ
ン
に
ス
カ
ー
ト
の
標
準
服
を
着

た
男
女
児
童
た
ち
は
全
員
元
気
に
寒
風

に
た
ち
向
い
、
世
一
号
々
と
し
て
自
作
の
凧

上
げ
に
打
ち
興
じ
て
い
ま
し
た
。

風
に
乗
っ
て
大
空
高
く
舞
い
上
が
る

凧
、
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
て
ク
ル
ク
ル
と

回
る
凧
、
尻
尾
が
切
れ
て
ア
ッ
ケ
な
く

海
へ
墜
落
す
る
凧
、
様
々
で
し
た
が
、

グ
ル
ー
プ
全
員
が
協
力
し
、
熱
中
し
て

い
る
姿
は
ほ
ほ
、
え
ま
し
く
、
ま
さ
に
、
真

冬
の
風
物
詩
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

各
先
生
方
に
よ
る
審
査
は
、
種
類
毎

に
凧
の
「
高
揚
・
安
定
・
絵
柄
」
等
に

つ
い
て
厳
正
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

⑧

総

合
①
1
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ル
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プ
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③
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⑨
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①
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③
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③
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①
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③
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①
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②
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③
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①
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③
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③
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竹
内
町
長
よ
り
、
「
所
期
の
呂
的
を

達
成
す
る
た
め
に
、
現
地
で
は
健
康
に

留
意
さ
れ
ご
活
躍
下
さ
い
。
」
と
の
激
励

を
受
け
、

1
月
初
日
成
郎
を
出
発
い
た

し
ま
し
た
。

深
作
君
の
海
外
で
の
ご
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

所
得
税
の
礎
定
申
告
は

正
し
く
、
お
早
め
に

な
お
、
贈
与
税
の
申
告
は
2
月
1

日
か
ら
3
月
日
日
ま
で
で
す
。

識併
出
川

ape--
、

濡
唾

I
1
2月
刊
山
田
か
ら

3
月
旬
日

l
l

昭
和
計
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、

2
丹
羽
目
か
ら
受
付
け
が
始

ま
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
3
月
日
臼
で
す
。
期

限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
箸
は
大

変
出
雑
し
、
務
ち
着
い
て
相
談
で
き

な
か
っ
た
り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た

だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
の
で
、
確
定
申
告
は
で
き
る
だ
け

早
く
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
き
い
。

た
と
み
え
て
、
万
葉
集
に
は
梅
を
詠

ん
だ
も
の
が
百
首
も
登
場
す
る
の
に

対
し
、
桜
は
四
十
首
。
と
こ
ろ
が
、

平
安
時
代
の
古
今
和
歌
集
に
な
る

と
、
梅
二
十
首
、
桜
百
首
と
逆
転
し

立
春
を
過
ぎ
る
と
、
腐
の
上
で
は
て
い
ま
す
。
九
六

O
年
に
御
所
の
吋

も
う
春
。
と
は
一
寄
っ
て
も
、
外
は
ま
裏
(
天
皇
の
住
む
御
殿
)
が
焼
け
た

だ
ま
だ
冬
景
色
。
そ
ん
な
中
で
香
り
あ
と
、
紫
笈
殿
(
し
し
ん
で
ん
)
の

高
く
咲
く
の
が
梅
の
花
。
前
に
あ
っ
た
梅
を
桜
に
植
、
え
か
え
た

歳
時
記
の
中
で
梅
は
、
臼
事
務
の
花
の
も
、
そ
の
た
め
で
し
ょ
う
。

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
桜
の
花
見

冬
の
終
わ
り
ご
ろ
、
日
当
た
り
の
よ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
梅
の
花
見
も

い
場
所
に
咲
く
早
咲
き
の
梅
は
、
冬
盛
ん
だ
っ
た
主
7
で
す
。
戦
時
中
は
、

の
季
語
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

¥
1
/
/

桜
の
潔
き
が
た
た
え
ら
れ
て

梅
と
並
び
称
さ
れ
る
の
が

¥
A
車
弘
ザ
」
桜
全
盛
。
そ
し
て
最
近
は
、

桜
で
す
が
、
「
梅
と
桜
」
と
言
/
斜
麟
ド

J

「
桜
ま
つ
り
」
も
盛
ん
で
す

う
と
、
美
し
い
も
の
が
二
つ

/
l
l
¥

が
「
梅
ま
つ
り
」
も
も
て
は

並
ん
だ
例
、
え
に
使
わ
れ
る
一
言
葉
で
す
。
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

梅
と
桜
と
ど
ち
ら
が
好
き
か
は
、
そ
そ
の
理
由
は
、
梅
の
ほ
う
が
桜
ょ

の
人
の
好
み
に
も
よ
り
ま
す
が
、
時
り
花
期
が
長
い
た
め
、
観
光
宣
伝

代
に
よ
っ
て
も
流
行
が
あ
る
よ
う
で
を
や
り
や
す
い
こ
と
や
、
パ
ス
ツ
ア

す。

i
、
団
体
旅
行
も
計
画
し
や
す
い
た

奈
良
時
代
に
は
梅
が
好
ま
れ
て
い
め
で
し
ょ
う
O

H

梅
も
世
に
つ
れ
u

で
す
。梅

と
い
え
ば
梅
干
し
。
「
塩
梅
(
あ

ん
ば
い
ご
と
い
う
言
葉
が
あ
る
く
ら

い
、
梅
と
塩
と
は
縁
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
は
減
塩
梅
干
し
が
好

評
。
普
通
一
一

O
%余
り
の
塩
分
を
含

み
ま
す
が
、
減
塩
梅
干
し
は
一

O
%

く
ら
い
に
お
さ
え
て
い
る
主
つ
で
す
。
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「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お
正
月
を

迎
え
ま
し
ょ
う
」
の
ス
ロ
1
8
0

カ
ン
の
も

と
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
歳
末
助
け
合

い
運
動
は
、
昭
和
訂
年
も
町
民
の
皆
様

第134号 (2)

町
県
民
税
の
申
告
を

申
告
期
限
は

2
月
日
昌
1
3
月
日
日

今
年
も
所
得
税
の
確
定
申
告
と
釘
間
市

民
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

所
得
税
の
確
定
申
告
、
町
県
民
税
の

申
告
は
、

3
丹
羽
目
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必

要
の
な
い
人
で
も
、
町
県
民
税
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、

2
月

日
日
か
ら
3
月
日
日
ま
で
に
、
役
場
税

務
課
、
又
は
各
出
張
受
付
会
場
で
申
告

し
て
下
さ
い
。

こ
ん
な
人
は
申
告
を

一
般
の
人
の
場
合
(
給
与
所
得
以
外
の

人
)
昭
和
町
年
中
に
営
業
、
農
業
、
そ

の
他
の
卒
業
、
利
子
、
記
当
、
不
動
産
、

日
雇
給
与
、
譲
渡
、
一
時
、
山
林
、
雑

所
得
な
ど
の
あ
っ
た
人
。

給
与
所
得
の
場
合
、
給
与
所
得
の
外
に

地
代
、
家
賃
、
利
子
、
配
当
、
農
業
、

譲
渡
、
一
時
所
得
な
ど
の
あ
っ
た
人
。

申
告
書
の
受
付
は
、
十
平
年
も
役
場
税

務
課
で
行
な
う
外
、
町
内
日
ヵ
所
の
出

張
受
付
会
場
で
行
な
い
ま
す
か
ら
ご
利

用
下
さ
い
。

出
張
受
付
の
日
程
と
会
場
は
別
表
の

昭和田年2F11B

と
お
り
で
す
。
期
間
中
は
役
場
が
悦
雑

い
た
し
ま
す
の
で
、
近
く
の
出
張
受
付

会
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

な
を
、
申
告
に
お
出
か
け
の
時
は
、

次
の
書
類
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

①
印
鑑

②
昭
和
訂
年
1
月
1
日
か
ら
昭
和
町
年

ロ
月
抗
日
ま
で
の
収
入
及
ぴ
必
要
経

費
な
ど
の
明
細
の
わ
か
る
帖
簿
や
書

類
③
土
地
改
良
費
、
水
利
費
の
領
収
書
や

証
明
書

④
漁
業
の
水
揚
高
証
明
書

⑤
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支

払
者
の
給
与
証
明
書

⑥
医
療
費
を
支
払
っ
た
領
収
書
や
証
明

査一間

⑦
健
康
保
険
の
受
診
証
(
家
族
の
生
年

月
日
の
判
る
も
の
)

⑧
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た
領
収
書
や

証
明
書
(
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民

年
金
、
共
済
掛
金
、
そ
の
他
)

⑨
生
命
保
険
、
簡
易
保
険
の
領
収
書
や

証
明
書

⑬
障
害
者
の
場
合
(
欝
窓
口
者
手
帳
)

⑪
学
生
の
場
合
(
学
生
証
又
は
そ
れ
に

か
わ
る
も
の
)

⑫
そ
の
他
申
告
に
必
婆
な
も
の

関T県民税串告受付覇程章受

期 日 iZ〉コミ、 場

2月16日(水) 消防団第 1分間詰所

消防団第 4分団詰所
2月17日(村

大洗町水道事務所

関根幸男氏宅(天王下)
2月18B幽

小野瀬健児氏毛~(大ホ洗テ観ル光隣)

2月21B(月) 髭釜会館

2月22日(火) 青年研修所

2月23臼休) 大賞集落センター

神山集落センター
2月24日(木)

松川公民館

2月25日樹 農業会館

か
ら
暖
か
い
ご
協
力
を
頂
き
、
総
額
二

百一

O
万
三
六
五
円
の
多
額
の
義
指
金

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

義
指
金
は
、
町
内
の
生
活
困
窮
世

帯
、
母
子
世
帯
、
老
人
困
窮
世
帯
、
在

宅
重
度
身
心
障
害
児
、
老
人
ホ

l
ム
入

所
者
、
児
童
一
養
護
施
設
入
所
者
の
方
々

へ
民
生
児
童
委
員
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

配
分
に
あ
た
っ
た
、
民
生
委
員
よ
り

の
報
告
に
よ
れ
ば
、
配
分
を
受
け
た
方

方
は
、
こ
の
運
動
の
た
め
義
損
金
を
ょ

せ
ら
れ
た
皆
様
の
善
意
に
深
く
感
謝
を

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
運
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

皆
様
方
に
配
分
完
了
の
ご
報
告
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
町
民
の
皆
様
方
に
も

今
後
運
動
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
昭
和
訂
年
度
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
寄
約
者
名
簿
(
別
表
)
を
掲
載

い
た
し
ま
す
。

品
〈
開
募
金
運
動

(
最
終
報
告
)

昭
和
計
年
度
募
金
総
額

二
、
八
一
一
一
五
、
八
七

O
円

昭
和
計
年
度
の
共
同
募
金
運
動
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
民
各
位
の
ご
理
解
と

募
金
奉
仕
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
に

よ
り
二
、
八
三
五
、
八
七

O
円
の
募
金
が

ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
、
す
べ
て
県
共
同
募
金

会
へ
送
金
納
付
し
、
昭
和
町
年
度
の
募

金
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
募
金

額
の
七
二
%
が
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
配
分
さ
れ
、
在
宅
福
祉
対
策
等
の

資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
、
地
域
福
祉
の

推
進
の
た
め
役
立
つ
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
昭
和
訂
年
度
共
同
募
金
運
動

の
完
了
の
ご
報
告
を
申
し
あ
げ
、
今
後

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

贈
与
税
のお

悲
れ
牟
く

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら

っ
た
と
き
に
、
財
産
を
も
ら
っ
た
人
に

か
か
る
税
金
で
す
。

昭
和
町
年
分
の
婚
与
税
の
申
告
は
、

2
同
月
!
日
か
ら
受
付
が
始
ま
り
、
申
告

期
限
は
3
月
日
日
で
す
。
申
告
書
は
、

贈
与
を
受
け
た
人
の
住
所
地
の
税
務
者

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
も
3
月
日
日
ま
で
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
税
額
が
5
万
円
を

一
超
え
て
い
て
、
一
時
に
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
は
、

5
年
以
内
の
年

、
賦
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
箸
・
税

務
相
談
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

事各会場とも午前 9時30分より午後4時まで受付ます。

昭和57年競宋たすけあい運動寄付者名簿
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に
せ
税
理
士
に

ご
円
程
意
を

確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

税
金
の
申
告
手
続
な
ど
を
税
理
士
に
依

頼
す
る
方
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の

際
に
は
、
正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か
ど

う
か
を
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

税
理
士
で
な
い
人
は
、
税
務
代
理
、

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
を
業
と

す
る
こ
と
は
、
で
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こ
と
に
な
っ
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15，7451大洗キリスト教会

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
確
定
申
告
時
期
に
は
、

税
理
士
の
業
務
を
行
う
資
格
の
な
い
人

が
、
申
告
書
の
作
成
な
ど
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税

理
士
」
は
、
法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で

な
く
、
納
税
者
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

松

対

門

大
洗
町
磯
浜
町
二
三
四
九

石
光
造
園

郡

司

光

男

殿

門
松
一
対
を
老
人
恕
の
家
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。
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3，5001那須与一会

7，0001大洗コソレ7倶楽部キャディ労働組合

56，0001大洗神輿荒機会代表小松崎亨

5，∞01氷1IIT4区・前jゐ友三

30，0001明神町 6医・(付岡安運送岡安政次

10，0001北治水 l区町内会代表関根忠文

10，0001 ;歳前 3[R'岩喜製綱
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10，0001大洗町身体障害者福祉協会代表和田敏雄

10，0001明神町 l区・吉111繁一郎 1 80，7621動燃大洗工学センター職員一同

10，000 I大洗ショッピングセンター関尭組合代表槍山栄減川 100，000I (合資)大進

30，000 I角一l反・親交納税貯蓄組合代表小野瀬一士

10，0001大E話会代表オ田-IlB

11，3001新町 7区・関つる

20，0001大洗治54館代表鋭fIl勝明

50，0001 '大洗飲食庖組合

10，0001倫理研究所機浜実践部代表小原未吉

50，0001大洗ライオンズクラブ

10，0001肥田三男1!9

12，430 I大洗町立高中学校

日7，9131大洗ゴルフ11;粂吉s従業員 e同

寸

く
胃
の
存
在
を
気
に
す
る
主
つ
に
引

り
ま
す
。
④
胃
が
重
苦
し
い
、
こ
の
一

頃
に
な
る
と
食
欲
も
減
退
し
好
き
だ

っ
た
も
の
が
き
ら
い
に
な
る
、
特
に

肉
類
な
ど
が
そ
う
で
す
が
い
わ
ゆ
る

最
近
の
死
亡
率
の
ト
ッ
プ
は
癌
死
ツ
ワ
リ
の
様
に
好
み
に
変
化
が
起
き

で
あ
る
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
そ
ま
す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
鈍
痛
が
あ

の
中
で
も
最
も
多
く
み
ら
れ
て
、
し
っ
て
空
腹
時
に
回
向
が
痛
む
こ
と
が
あ

か
も
早
期
発
見
で
早
期
手
術
に
よ
り
り
ま
す
。
⑤
げ
っ
ぷ
、
卵
の
腐
っ
た

殆
ん
ど
附
%
近
く
治
る
胃
癌
に
つ
い
様
な
臭
い
が
し
ま
す
。
こ
の
頃
に
な

て
の
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
る
と
あ
る
程
度
ガ
ン
も
進
ん
で
い
る

先
づ
ガ
ン
は
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
い
、
え
ま
す
。
⑤
吐
き
気
、
は
じ
め

と
。
胃
ガ
ン
の
症
状
は
ほ
ぽ
次
の
通
は
む
か
つ
く
丈
で
吐
き
は
し
な
い
が

り
で
す
。
た
だ
し
こ
れ
に
た
よ
っ
て
や
が
て
コ
ー
ヒ
ー
の
か
す
の
様
な
も

い
て
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
の
を
吐
き
ま
す
。
こ
れ
は
血
液
な
の

で
患
者
と
医
師
が
協
力
し
、
し
か
も
で
す
。
⑦
シ
コ
リ
、
や
が
て
帯
主
告
は

相
当
の
技
術
を
も
っ
た
医
師
が
充
分
め
だ
っ
て
や
せ
始
め
自
分
の
間
の
中

な
施
設
の
病
誌
で
や
れ
ば
あ
る
程
度
の
シ
コ
リ
が
ふ
れ
る
様
に
な
り
ま
す
。

は
わ
か
る
も
の
で
す
。
し
か
し
早
期
胃
ガ
ン
は
羽
歳
か
ら
伺
歳
伎
の
人
に

発
見
の
や
さ
し
い
ガ
ン
も
あ
れ
ば
む
多
い
の
で

ω歳
を
過
ぎ
て
腎
の
呉
合

ず
か
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
の
惑
い
人
や
、
下
痢
を
く
り
返
す
と

①
貧
血
、
な
ん
と
な
く
顔
色
が
す
か
食
物
の
好
み
が
が
ら
っ
と
変
っ
た

ぐ
れ
な
く
な
り
食
欲
は
普
通
に
あ
る
。
入
、
や
せ
て
他
人
か
ら
顔
色
が
惑
い
、

②
下
痢
、
胃
ガ
ン
の
下
痢
の
特
徴
は
つ
や
が
な
い
、
張
り
が
な
い
等
と
い

普
通
の
食
事
を
し
て
い
て
も
や
た
ら
わ
れ
る
様
な
人
は
一
度
専
門
医
に
み

に
下
痢
を
く
り
返
す
と
い
う
の
が
普
て
貰
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

通
で
下
痢
止
め
を
飲
去
す
く
に
止
る
。
回
河
ガ
ン
の
治
療
は
早
期
発
見
早
期

③
回
円
が
気
に
な
る
、
普
通
人
間
は
手
術
以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん

0

4
同
が
あ
る
U

と
い
う
こ
と
に
は
気

が
つ
か
な
い
も
の
で
す
が
な
ん
と
な
〔
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕

⑪
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風

」

剖

削

@

と

た

すトJ
0
1レ
み
ま

長
品
川

J

4

J

J

そ

く

と

く

イ

/

「

し

語

/
H
T
J
J

い

ら

態

/
斤
ハ
/
レ
れ
擬

J

民
間
J
J

ト

そ

を

く
ぜ
ル
レ
を
薬

r1r「
度
一
一
一
z
口

@
 

一
言
と

B
V

、

短

ら

。

。

、

A
M

る

る

と

す

光

め

う

ま

と
日
し
俊
き

ら
日
と
日
に
で

。
き
日
ン
一
ず
現

、
つ
ら
小
タ
一
う
表

よ
き
日
パ
一
ょ
を

!

レ

ド

レ

〉

」

念

品

、

吋

}

み

。

。

は

の

て

く

る

諾

も

。

え

歩

わ

声

に

す

考
と
小
と
一
擬
的
で

ろ
ろ
小
ン
一
や
果
利

い
の
一
ヤ
一
語
効
便

ろ
ろ
M

d

ナ

一

態

で

も

い
の
二
M
M

擬

葉

て

@

@
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片夫慌時消勝己臨し出初γ式山

第
l
分
問
団
員
小
野
瀬
忠
良

第
1
分

間

団

員

間

沢

祥

行

毘
長
表
彰

。
優
良
消
防
団
員

第
l
分

団

団

員

大

川

広

明

第
l
分

間

団

員

関

根

英

喜

第
2
分

間

団

員

関

棋

優

第
2
分

団

団

員

加

藤

茂

第
2
分
団
団
員
小
沼
謙
太
郎

第
2
分

間

団

員

山

川

良

昭

第
2
分

回

団

員

石

井

忠

之

第
3
分

間

回

員

石

崎

康

弘

第
3
分

間

団

員

高

儒

満

第
3
分

間

団

員

池

田

敏

行

第
5
分

間

団

員

猿

田

昌

平

第
5
分

間

団

員

井

上

章

第
5
分

団

関

員

防

本

茂

第
6
分

間

団

員

大

川

渉

第
7
分

間

団

長

清

宮

辰

男

第
7
分

団

関

貝

深

作

栄

第
8
分

団

団

員

松

井

勝

広

第
8
分

間

団

員

鬼

沢

信

一

第
9
分

間

団

員

岡

野

茂

穂

第
9
分

間

関

員

園

部

一

雄

大
洗
町
長
感
謝
状

。
退
職
団
員

一万第
9
分
随
分
間
長
深
作
恵
寿

一克第
9
分
団
副
分
団
長
佐
藤
光

一万第
7
分

間

部

長

治

{

呂

志

一万第
7
分

間

班

長

高

梨

光

行

一%第
1
分

団

団

員

宮

本

正

則

元
第
1
分

団

間

員

関

根

茂

元
第
1
分

間

団

員

佐

藤

一

広

一花第
1
分

間

団

員

関

根

次

男

元
第
4
分

図

団

長

篠

原

資

寿

大
洗
町
消
防
長
感
謝
状

。
防
災
協
力
者

大
洗
町
大
震
前
例
番
地
友
常
新
一

大
洗
町
大
賞
町
的
番
地
野
口
恭
子

大
洗
町
大
賞
町
田
番
池
小
野
瀬
友
次

(
敬
称
略
)

大
洗
町
消
防
団

出
初
式
表
彰
者

。二O
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

新
春
恒
例
の
成
人
式
が
好
天
に
忠
ま

れ
た
去
る
1
月
日
目
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ

ー
大
ホ

i
ル
に
於
い
て
感
大
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
、
当
町
で
は
新
成
人
三
回
二
名

(
男
子
一
六
四
名
、
女
子
一
七
八
名
)

の
方
々
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た。
式
典
は
、
成
人
者
代
表
(
磯
浜
地

区
)
鈴
木
純
香
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ

る
震
が
代
斉
唱
で
始
ま
り
、
竹
内
町
長

か
ら
成
人
者
の
皆
さ
ん
に
祝
福
と
激
励

の
挨
拶
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
成
人
者
代

表
(
夏
海
地
一
以
己
米
川
明
子
さ
ん
に
成

人
証
書
と
記
念
品
を
授
与
、
成
人
者
を

代
表
し
て
(
大
貫
地
区
)
長
谷
川
浩
康

さ
ん
よ
り
大
人
へ
の
詳
い
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
来
賓
の
祝
辞
、
県
知
事
の

茨
城
県
知
事
表
彰

。
永
年
勤
続
功
労
章
(
却
年
以
上
)

第
1
分
間
分
団
長
関
根
三
千
寂

第
3
分
間
分
団
長
山
口
進
康

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

本
部
副
団
長
深
作
伊
佐
男

。
永
年
勤
続
消
防
団
員
妻
女

糊
u
f八汀市
UHJ
糊

説

関

根

た

み

同
J
九万組

d
向
山
師
山
口
勢
津
子

茨
一
雄
諜
消
防
援
棄
茨
城
支
部
長
表
彰

。
優
良
消
防
団
員

第
1
分

間

団

員

佐

藤

隆

第
1
分

団

団

員

関

根

祐

一

第
2
分

間

団

員

坂

本

博

第
2
分

間

臼

員

倉

関

修

次

第
3
分

問

団

員

飛

田

昌

弘

第
3
分
間
団
員
大
賞
与
四
夫

第
5
分

問

団

員

田

山

栄

一

第
5
分

間

団

員

米

川

敏

文

第
6
分

間

凶

団

員

太

田

隆

第
7
分

罰

団

員

関

甚

第
7
分
間
団
員
出
口
登
代
一

第
7
分
間
団
員
小
野
瀬
嘉
一

第
7
分

間

団

員

清

宮

義

直

町
長
表
彰

。
、
氷
年
勤
続
消
防
団
員
妻
女

慨
が
八
汀
措
刊
輸
封
関
根
た
み

咋
月
間
時
誠
山
口
勢
津
子

町
長
及
び
団
長
表
彰

。
優
良
分
間

大
洗
町
消
防
団
第
1
分
間

。
優
良
消
防
団
員

第
l
分
間
吋
班
長
小
磯
義
一

第
1
分
回
居
間
員
谷
m
間
部
公
市

第
1
分

団

団

員

勝

村

勝

一

第
1
分

面

白

員

関

根

英

喜

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
な
た
も
ニ

O
歳
に
な
る
と
、
ノ
多
く

の
権
利
と
義
務
が
生
ま
れ
ま
す
。
国
民

年
金
へ
加
入
す
る
の
も
そ
の
一
つ
で
す
。

わ
が
国
で
は
、
八
つ
の
公
的
年
金
制

度
が
あ
り
、
職
業
に
よ
っ
て
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業
者
と
そ
の

家
族
な
ど
を
対
象
と
し
た
年
金
制
度
で
、
国
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
一
年
以
上
保
険
料
を
未
納
に
し
な
い
で
納
め
て
い

て
、
不
幸
に
し
て
障
謀
者
に
な
っ
た
り
、
一
家
の
働
き
手
を
亡
く
さ
れ
た
と
き
、

障
害
年
金
や
母
子
年
金
ぞ
生
涯
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

も
し
、
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
た
あ
と
で
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
厚
生
年

金
な
ど
に
加
入
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
し
た
年
金
に
通
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
今

ま
で
に
納
め
た
保
険
料
は
無
駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
最
低
二
十
五
年
保
険
料
を
納
め
る
と
、
と
し
を
と
っ
た
時
に
老
齢

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
老
後
の
生
活
が
安
定
さ
れ
ま
す
。

二
O
歳
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
で
、
ま
だ
何
の
年
金
に
も
加
入
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
い
ま
す
ぐ
役
場
年
金
属
ま
で
印
鑑
を
持
参
し
て
、
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
、

。
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
役
場
年
金
係
(
電
話
七
|
五
一
一
一
内

線
五
一
一
一
)
ま
で
ノ

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
等
が
あ
り
最
後
に
成

人
者
代
表
(
磯
浜
地
区
)
篠
郎
知
子
さ

ん
の
謝
辞
で
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
式
典
終
了
後
、

参
列
し
た
中
学
時
代
の
恩
師
を
交
え
、

そ
れ
ぞ
れ
旧
交
を
弘
め
て
い
ま
し
た
。

機
械
器
具
の
点
検
、
分
例
行
進
、
竹
内

町
長
点
検
講
評
、
表
彰
(
別
掲
)
、
退

職
者
謝
辞
、
来
賓
祝
辞
、
小
八
口
問
部
団
長

答
辞
等
滞
り
な
く
進
行
し
、
放
水
試
験

は
「
中
継
体
形
放
水
方
式
」
に
よ
り
行

な
わ
れ
、
ひ
じ
り
保
育
関
の
悶
児
や
町

民
の
皆
さ
ん
な
ど
観
衆
の
拍
手
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

寒
さ
も
一
段
と
増
す
今
日
こ
の
頃
、

町
民
の
皆
さ
ん
も
火
の
元
に
は
充
分
気

を
つ
け
て
、
火
事
の
な
い
明
る
い
町
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

県
下
に
誇
る
我
が
大
洗
町
消
防
団

(
谷
田
部
士
口
議
団
長
・
匝
員

m名
)
が

団
員
の
士
気
の
高
揚
と
町
民
に
対
す
る

防
火
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
毎
年
行

う
、
新
春
恒
例
、
大
洗
町
法
防
団
の
出

初
式
が
去
る
1
日
付

7
日
午
前
日
時
よ
り
、

お
り
か
ら
の
寒
風
を
つ
い
で
青
年
研
修

所
下
海
岸
で
、
小
橋
県
議
を
は
じ
め
大

勢
の
来
賓
を
迎
え
、
勇
壮
に
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

式
典
は
、
国
旗
掲
揚
で
始
ま
り
人
員

及
ぴ
機
械
器
具
の
報
告
、
通
常
点
検
、

\t~ らあお

ー
大
洗
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ

1

庭
に
も
お
贈
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
ご
希
望
の
方
は
、
御
遠
慮
な
く
左
記

へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

戸
い一一一一口

大
洗
町
間
磯
浜
町
七
二
七
(
通
り
町
)

高
木
貴
子
(
ス
ル
ガ
ヤ
薬
局
)

電
話
七
|
二
三
二
回

大
洗
町
大
賀
町
三
六
五
(
寺
釜
)

古
川
ふ
じ
江
(
大
賞
郵
便
局
)

電

話

六
1

一
四
二
二

幸運

国
車毘
津主主
グ金

!審
ンジ
ノ~タ

'""' I I 
群ケシ

震ん iJ
事ピ大
型〈③

交
通
遺
児
救
済

募
金
活
動
を
行
う

大
洗
町
交
通
安
全
母
の
会
(
柳
橋
幸
江

会
長
・
会
員
斜
名
)
の
皆
さ
ん
に
よ
り

町
内
八
ヶ
所
の
辻
々
で
行
な
わ
れ
ま
し

た

今
年
も
、
交
通
遺
児
救
済
募
金
活
動

が
去
る
ロ
月
刊
山
田
、
掃
の
降
り
し
き
る

暮
市
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
心
緩
た
ま
る
愛
の
募
金
活
動
は

@
あ
し

国
鉄
吾
妻
線
長
野
原
駅
で
下
議
ぺ
駅
煎
か
ら
パ
ス
一
二

O
分
で
草
津
パ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
着
く
。
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
北
に
歩
い
て
十
五
分
。
タ
ク
シ
ー
な

ら
五
分
。

@
ひ
と
口
力
イ
ド

温
泉
街
か
ら
は
ず
れ
た
静
か
な
務
葉
松
林
の
な
か
に
あ
り
、
二
階
の
窓
か
ら

白
根
遠
山
が
展
望
で
き
る
。
ロ
ビ
ー
に
は
し
ゃ
れ
た
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

こ
こ
で
音
楽
を
開
き
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
め
る
の
が
う
れ
し
い
。
冬
は
天
狗

山
ス
キ

i
場
に
近
い
の
で
人
気
が
あ
る
。

あ
の
悲
惨
な
交
通
事
故
に
よ
り
、
不

幸
に
し
て
交
通
遺
児
と
な
っ
た
皆
さ
ん

を
、
少
し
で
も
励
ま
し
お
慰
め
で
き
た

ら
と
、
母
の
会
理
事
の
お
母
さ
ん
方
が

手
分
け
し
て
、
街
角
で
交
通
遺
児
の
皆

さ
ん
に
愛
の
予
を
さ
し
の
べ
る
よ
う
街

行
く
人
々
に
う
っ
た
え
か
け
た
も
の
で

す。
こ
の
時
び
か
け
に
応
え
た
町
民
の
皆

さ
ん
の
善
意
に
よ
り
、
総
額
日
万
別
円

也
が
募
金
さ
れ
、
早
速
、
交
通
遺
児
の

育
英
資
金
の
一
部
に
と
、
全
額
を
大
洗

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た

震君臨輯学鞭繍i審覧金

@ テ ー マ r人間・居住探境と科学技術」

@開催地主域県筑誼研究学園都市

@開催期間昭和印年3月17日-9月16R
( 6ヶ月間)

模子想入場者数 2，削0万人

会場面制 約l山へクタル

軍基響?古購醐つ<1護軍審事
を成功させよう

ー開催まであとアア5

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活
発
に
行
な

っ
て
い
る
大
洗
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
(
関

野
ま
さ
い
会
長
・
会
員

μ
名
)
で
は
、

活
動
の
一
つ
と
し
て
、
ね
た
き
り
老
人

用
の
「
栖
の
お
む
つ
」
を
作
り
、
老
人

ホ
i
ム
等
に
贈
っ
て
大
変
喜
ば
れ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
町
の
ゐ
宅
福

祉
活
動
に
も
役
立
て
た
い
と
、
お
む
つ

の
必
要
な
「
ね
た
き
り
老
人
」
の
ご
家

申 宿 泊 利 用 料 (1泊 2食付)

加入者・受給者 "3，850円

一 般-一ー・・・一一""4，150円

小-中学生一，，""'3，850円

E予約申込み・間合せ〕

直接「草津グリーンノι クノヤス」へ

〒377-17群馬県吾妻郡草津町草津
TEL 草津局 027988-3960番

2/28--3/岱

人
融
問
刷
用

火許

@規

(3)第134号

EXPO'S5 

審
の
金
問
出
火
災
予
防
運
動



も議3お主事 第134考 (4)

(
機
浜
・
東
光
ム
口

(
常
澄
・
大
中
)

も百

⑧お申し込み、お問い合せは居住地の役場へ

大洗町役場

総務課・交通係

電話 7-5111C内線26)

等級 災 害 主主 介 見舞金額

死亡 100万円

2 治療実回数181日以上の傷害 30方向

3 治療実日数151日以上の傷害 25万円

4 治療実日数121日以上白傷害 20万円

5 治療実臼数 91日以上の傷害 15万円

6 治癒実日数 61日以上の傷害 10万円

7 治療実回数 41日以上田儀蓄 B万円

8 治療実日数 21臼以上の世襲警 6万円

9 治機実日数 8臼以上の傷害 3万円

10 治療実日数 3日以上の傷害 2万円

身障 身体障害者・ 1級 2級該当 50万円

@会費

1年聞大人/6∞円
中学生以下/300丹
⑧共済期間

毎年4月113から翌年3月31臼
(達中加入の場合は申しiるみの翌日から3月31日まで)

⑧万一の時、お支払い見舞金は
死亡/100万円
最高傷害/30万円
身障見舞金/50万円

日
曜
日
盤
業
の
給
油
訴
は
つ
い
て

現
在
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、
日
曜
日
が
休
業

と
な
っ
て
い
ま
す
が
大
洗
地
区
で
は
輪
番
制
で
次
の

ス
タ
ン
ド
が
営
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

2
月
6
日
(
臼
)

雨
沢
石
油
庖

田
山
石
治
腐

2
月
日

a(日
)

な
か
や
燃
料
腐
(
磯
浜
・
髭
釜
)

沼
山
石
油
脂
(
常
澄
・
平
一
戸
)

2
月
初
日
(
日
)

白
山
石
油
底

高
僑
商
事

2
月
幻
自
(
日
)

吉
田
石
油

高
矯
商
事

3
R
6
日
(
日
)

大
洗
輸
送

北
関
東
磯
泊

3
月
日
日
(
日
)

年
宝
石
油
庖

和
田
屋
石
油

3
R
m
a
(臼
)

大
洗
石
油
(
磯
浜
・
永
町
)

茨
城
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
(
常
澄
・
東
前
)

3
R
U日
(
図
)

川
崎
石
油
底

大
高
石
油
鹿

(
磯
浜
・
港
湾
内
)

(
常
澄
・
大
出
中
)

(
磯
浜
・
金
沢
)

(
常
澄
・
大
串
)

(
磯
浜
・
永
町
)

(
常
澄
・
楽
崎
)

i動きながら技能を学ぶ

茨城県認定都時濃地盤建設

等職業欝11練校

那珂湊市柳沢御所内472(将Ilil-:公民館内)

昭和58年 4月10臼(ll)

中高卒者にして建築大工に就職している者又はこ

れから就職しようとする者。

3if-、但し県立技J専校卒者は 2年に編入す。

毎週水・金曜日午後 6時30分より外にその月の第

3 B si'Il B 

普通学科…社会、数学、物理、体育

導門学科一建築構造及設備、設計及製図、施工法、

工作法、建築法鏡、競〈術、測量、安

全衛生、其の他

実 技…基牛;実技

1 .卒業と向日寺に技能:i:宇治の資格が与えられる。

2. 卒業後 7年で指導員免許状が交付される。

3. 二級技能士受験の1;;祭学科試験が免除される。

4.卒業後 3年で二級建築士の受験資格が与えら

才lる。

月害真1，400円 但し他1市町村I;J:l，600内

教科書、訓練材料等給与す。

昭和58年 3月31臼までに訓練校事務局に入校願書

を出して下さい。願書は事務局にあります。

訓練校事務局/那阿波，H栄町2-12-1JJIl!{!!'弥.TEL 02926(2)4451 

所在地

入校包

入校資格

修業年限

IDII 五百草 日

函訓練科

一重量内~G線の定期調査i之ついてー

(
大
賞
・
歳
前
)

(
常
澄
・
島
田
)

昭和58年 2!'l1日

大
賞
・
歳
前
)

常
澄
・
犠
ヶ
崎
)

@東京電力では、皆様に安心して電気をお使いいただくために、

柿 2年に 1回"お容さまの屋内配線を定期的に鵠ftしております。

@調売の結果悪い筒所がありました時は、そのつど係員がお知ら

せ致しますので、平日に修理をお甲晶、致します。

@講ltは当社の社員または、(的関東電気保安協会が行L、ます。

8また、この度「水戸地芭内線保守センター」が開設されましたの

で、簡単な電灯、コンセント等のIFJ設や、屋内配線の改修など

お申し付け下さい。 電話 0292 (41) 8818 

東京電力(的水戸営業所

TEL 0292(25) 1511 

一…電気!こ関するお問い合わせは

東京電力へ湿気軽にどうぞ一一

卒業後の特点

議f

み

(57.12月現在)

~ 本年 前年同期 増減数 よれ主率(%)

発生件数 10 ( 97) 10 (116) o (ム19) o (ム16.4)

死者数 ( 6) 一( 4) 2) 一( 50.0) 

負傷者数 13 (135) 13 (154) o (ム19) o (ム12.3)

込し

月

申

大洗町における交通事故の発生状況

開
咽
税
関
年
目
、
お
年
B
Z
H

一
っ
き
年
賀
は
が
さ

昌
一
せ
ん
番
号

⑧
一
知
一
寸
(
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
)

生
組
・
一
ニ
八
一
八
五
五

屯
組
・
h
p
組
共
通

九
九
四
六
二
八

一
二
一
一
五
二
一
二

三
九
八
九
一
五

畿
二
等
(
折
り
た
た
み
式
自
転
車
)

A
-

組
下
五
け
た
・
八
六
一
八
五

え
組
・

B
組
共
通
下
五
け
た

八
六
四
六
六

⑧
一
一
一
等
(
手
紙
セ
ッ
ト

l
便
せ
ん
・
封

筒
・
グ
リ

l
テ
ィ
ン
グ
カ
ト

公委設ファクス「購留め扱い」

のサービスを開始しまし定

ド
)

4
・組・

B
組
共
通
下
三
け
た

六
五
一
・

0
0七

⑧
四
等
(
お
年
玉
切
手
シ

l
ト
)

ぇ
組
・

B
組
共
通
下
二
け
た

一
一
一
二
・
九
四
・
六
七

引
き
換
え
期
間
は
、
昭
和
五
十
八
年

一
月
一
一
十

g
か
ら
七
月
十
九
日
ま
で
。

な
お
、
大
洗
郵
便
局
で
配
達
し
ま
し

た
年
賀
は
が
き
は
、
三
五
二
千
通
、
一

世
按
あ
た
り
平
均
、
五
七
通
で
す
。

(
大
洗
郵
使
局
)

お~さまが最寄りの電話局にある電話ファクスを
利用して、希望する電話局へ送信し、受取人が着信

電話局まで出向き道信紙を受けとるサービスです。

⑧サービスの利用方法は次のとおりです。

1 .発信人は、直接電話局へ行き、窓口で確認番

号(発信人が決める任意の 4桁の番号)をそえて

送りたいコピーを依頼します。その後、電話で

受取人へ発信したことと確認番号を連絡します。

2 .受取人は、発信人からの連絡により着信側の

電話局へ出向き「発信人氏名J r確認、番号」を申

し出れば、着信紙を受けとることができます。

〔料金例)'1.4判の原稿を、 3分方式て、東京へ l通

送った場合の料金

※( )内は累計を示す。

“毎月 1自l芯突通安全の自" “あ芯疋ガ築く突通安全"大洗電報電話局 6 -2991 

3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 月
/ / / / / / / / / / / / / / / / / 
9 8 7 3 2 28 24 22 21 18 17 15 14 9 3 日

成 機 ぎL 機 予 機 母 子 機 成 手L 機 事A ムHkiz 古E fW妾J 自主 f長妾方 歳 能 人 能
病ク

歳 i昆 請是
性

歳
病ク 児回 回 問 ノ、

窃 図児 児 干重 種 カ 児 業{夏 健 f室
麻し

復 キ自 麻 月 f夏 健 {夏

ソ 言月 宇目 言111 中目 罰11 し 健 司1 キ自
ソ 言11

ク 練 言実 言会 練 E主 ん 練 談 ん Rきかτ， 練 言生 ク 百合 練
名

成
す者る障害者

j苅
生後生後 す主障菩 l前 (主主

者する答者i濠
妊 (生 t荷

者する害i者草
l前 成 生生 す答障

人

市込申IJ後E!竺E 
古着

昔込中1]後一歳
人 後後

病者患 歳児
7 2 者る者

歳児
及 歳 歳

病者患
7 2 者る者

で カカ て" てゆ び ，カ、 で 児 カカ で
対

機吉E 誕 月月
機能

誕 ) ハカ
機能

母 ノ、
月党

普回復訓線

誕 月月
能機及 生 I I 生 月 性 力 生 及 I I 

tF 

練復訓幽を

E王 8 3 
f回室

日
復回 月 誕 日 び 8 3 

象カカ ノ、 生
カカ

青空
達し 月月 言11

達し カ 言11 ノ、
日 達 般住 月月

f主 のの
練を 月 練 歳 し σ)C') 

民 た 者者 た 未 を 未 た 民 者者 者必 者 必、 者
者jの摘

必、 I荷 必 者 必、
喜要 要 要 ♂〉 要 要
と と と 者 と と

1 9 9 1 9 l 告 9 1 9 9 1 9 1ι 乞2時 11a寺 11時 2時 2時 11時 2時 11時 11持 2時 2持 11持 11自寺 2 s寺 2 日寺 11s寺
自寺 15時00時00時15時00時00E寺15時00時00持15時15時00H寺00時15有寺 15時00 イ待問寸
15分 30分 30分 15分 30分 30分 15分 30分 30分 15分 15分 30分 30分 15分 15分 30分
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

一
日
人
闘
、
ド
ッ
ク
の
襲
縄
記
つ
い
て

機
械
な
ど
の
場
合
は
、
部
品
を
と
り
熱
問
え
る
位
守
し
て
耐
用
年
数
を
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
人
間
の
場
合
は
部
品
を
機
械
な
ど
の
よ
う
に
替
え
る
こ
と

は
不
可
能
で
す
。
こ
の
種
の
故
障
を
成
人
病
と
い
い
ま
す
が
、
現
在
の
対
策
と

し
て
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
促
進
し
た
健
康
管
理
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
観
点
か
ら
釘
で
は
次
に
よ
り
一
日
人
間
ド
ッ
ク
で
成
人
病
予
防
検
診

を
実
施
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
だ
し
ま
す
。

戸
い

⑧
対
象
大
洗
町
に
住
所
を
有
し
、
昭
和
3
年
1
月
1
白
か
ら
昭
和
同
年

ロ
月
泣
沼
ま
で
に
生
れ
た
者
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
者
。

⑧
人
員
女
性
:
:
:
ロ
名
(
申
込
順
)

男
性
:
:
:
却
名
(
申
込
順
)

⑧
申
込
日
時
昭
和
同
年
1
月
初
日
か
ら
2
月
訪
日
ま
で
。
な
お
申
込
人
員
に

達
し
次
第
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑧
申
込
方
法
及
び
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
、
国
民
健
康
保
険
証
持
参
の

よ
、
料
金
を
支
払
い
申
込
ん
で
下
さ
い
。

8
料

金

男

:

:

:

一

て

0
0
0円
。
女
:
・
:
・
二
ハ
、

0
0
0円
(
町
が
二

万
円
を
負
担
い
た
し
ま
す
。
)

⑧
検
診
場
所
及
び
施
設
水
戸
市
榊
江
原
町
字
上
組
四
八
九
番
地

イ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

密
検
診
B
時

茨
城
県
メ
デ

男
性
及
び
女
性
:
:
:
2
月
目
白
(
木


